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税
臨
以
下
の
小
師
刷
所
得
者

絞
管
事
の
基
礎
概
念
た
る
資
本
、
企
業
及
経
品
川
山

山
肌
界
利
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に
枕
て

漁
村
更
生
策
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於
付
る
問
題

人
口
組
密
の
原
閃
観

徳
川
時
代
に
長
け
る
植
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植
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資
本
蓄
積
率
D
差
異
と
回
定
資
本

ー
ム/、

資
本
蓄
積
率
の
差
異
三
固
定
資
本柴

田

f放

}事

こ
れ
ま
で
、
資
本
蓄
積
の
過
程
に
伏
在
せ
ぶ
恐
慌
の
諸
原
因
と
其
の
性
質
と
を
検
討
す
る
に
際
し
、
在
は
、
故

意
に
固
定
資
本
を
拾
象
し
来
つ
に
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
愈
々
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
、
そ
れ
が
、
こ
れ
ま
で
我

々
の
明
か
に
せ
し
所
以
上
に
提
供
す
る
諸
々
の
問
題
を
、
究
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

然
し
な
が
ら
、
固
定
資
本
を
考
慮
に
入
れ
る
事
に
よ
っ
て
生
守
る
す
べ
て
の
問
題
守
本
稿
で
取
扱
ふ
事
は
到
底

不
可
能
で
J

の
る
か
ら
、
本
稿
で
は
問
題
全
次
の
如
〈
局
限
す
る
事
に
す
る
。
先
づ
、
我
々
は
悲
で
も
、
斯
う
し
士

問
題
の
理
論
的
研
究
に
際
し
普
通
行
は
れ
る
所
の
想
定
を
置
〈
。
即
ち
、
豊
満
且
つ
純
粋
な
る
産
業
資
本
枇
曾
、

完
全
な
る
自
由
競
守
、
貨
鮮
の
受
動
性
、
資
本
の
回
轄
期
並
び
に
期
間
の
均
等
、
等
々
。
斯
〈
問
題
を
限
定
す
る

場
合
、
恐
慌
論
と
の
闘
聯
に
於
け
る
国
定
資
本
の
問
題
に
は
、
毎
期
の
生
産
物
に
移
輔
さ
れ
る
固
定
資
本
の
債
依

は
其
の
会
償
値
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
と
言
ふ
事
と
の
聞
聯
じ
於
て
生
守
る
問
題
と
、
固
定
資
本
の
現
物
更
新
が

其
の
死
滅
期
に
達
す
る
ま
で
は
行
は
れ
十
死
滅
期
に
達
じ
て
」
括
的
に
行
は
れ
る
と
言
ふ
事
と
の
嗣
聯
に
於
て
生

や
る
問
題
と
が
あ
る
υ

我
々
は
般
り
に
、
前
者
雪
国
定
資
本
の
債
値
移
輔
の
問
題
、
後
者
を
固
定
安
本
の
現
物
怖



描
調
理
鶏
遺
書
J
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e

議
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J
r也
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充
上
の
問
題
、
と
呼
ぷ
。
之
等
何
れ
の
問
題
に
も
、
固
定
資
本
の
現
物
補
充
の
時
期
ま
で
生
産
物
の
責
上
金
中
の
固

定
資
本
の
消
耗
部
分
に
照
雌
す
る
部
分
一
炉
、
貨
幣
形
態
に
於
て
積
立
て
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
言
ふ
事
と
の
開
聯
に

於
て
生
中
る
問
題
が
、
密
接
に
結
び
付
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
は
概
念
的
に
は
全
然
別
佃
の
問
題
で
あ
り
、

問
題
の
性
質
上
貨
幣
資
本
の
問
題
に
廃
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
貨
瞥
流
通
上
の
脚
擦
の
問
題
を
捨
象
す
る

本
稿
に
於
て
は
、
我
々
は
、
此
の
問
題
に
は
最
少
限
度
以
上
い
い
は
鯛
れ
な
い
で
よ
い
で
め
ら
う
。
従
っ
て
問
題
は

右
の
二
つ
仁
限
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
・
究
い
い
述
べ
る
如
く
、
我
々
は
本
稿
で
は
第
一
の
問
題
も
、
極
め
て
一
部

分
だ
け
を
恥
批
ぴ
得
る
の
に
過
ぎ
な
い
炉
ら
、
第
二
の
周
越
も
最
少
限
度
に
於
て
鯛
れ
る
に
止
め
ね
ば
な
ら
向
。

錨
一
の
問
瓶
、
即
J

り
回
定
資
木
の
慣
侃
移
輔
の
間
期
は
、
そ
れ
と
資
本
蓄
積
十
時
十
の
遊
具
と
の
開
聯
に
於
て
生
十
る

問
題
、
そ
れ
と
資
本
蓄
積
率
・
の
慶
化
と
の
閲
聯
に
於
て
生
十
る
問
題
、
及
び
、
ぞ
れ
と
資
本
の
有
機
的
構
成
の
盤

化
と
の
閥
聯
に
於
て
生
中
る
問
題
、
の
三
段
に
分
っ
て
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
う
ち
第
一
段
の
問
題
、
却

も
、
回
定
費
本
の
償
保
移
轄
と
資
本
蓄
積
率
の
差
異
と
の
閥
聯
に
於
て
生
守
る
問
題
の
分
析
は
、
次
の
二
段
の
問

題
の
分
析
の
準
備
段
階
を
構
成
す
る
。

本
稿
に
於
て
取
扱
ふ
所
は
、

此
の
準
備
段
階
の
中
の

一
部
分
だ
け
で
め

ヱ》。
論
遮
を
簡
車
な
ら
し
h
u

る
矯
め
に
‘
実
の
記
就
を
用
ふ
る
。

2
-
(
貨
幣
一
単
位
宿
り
の
生
産
に
要
す
る
第
一
種
類
の
生
産
手
段
の
量
)
、

3
日
(
貨
幣
一
開
単
位
常
り
の
生
産
に
要
す
る
第
二
種
類
。
生
産
手
段
の

量

)
J
(貨
幣
一
車
位
営
り
白
生
産
に
要
す
る
労
働
力
の
き
、

3
章
一
種
類
の
消
費
手
段
|
|
生
活
必
需
日
開
ー
ー
ー
一
単
位
営
り
の
生
産
に
要
ナ

る
第
一
種
類
の
生
産
手
段
の
盆
)
.
3凶
(
第
一
種
績
の
消
設
手
段
一
草
枕
常
り
の
生
産
に
要
ナ
る
第
-
一
一
種
織
り
生
産
手
段
の
量
)
、

J

(
第
一
種
瀬
の

資
本
蓄
積
率
四
差
国
土
.
L
-
固
定
資
本

←」



資
本
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積
宰
「
し
寒
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、
ニ
制
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資
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持
出
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手
段
一
草
山
官
官
ド
ロ
ペ
一
定
に
v
b
h

寸
ミ
帯
働
力
口
北
)
、

f
・
(
芯
ご
一
純
削
酬
の
仙
刊
授
下
校

1
l者
作
品
!
一
附
小
牝
川
M
H
山いパ
1
A
叫
に
一
位
す
む
お
二
刊

類
の
生
産
手
段
白
量
)
、
Q

日
(
第
二
種
類
の
消
費
手
段
一
単
位
常
り
の
生
産
に
要
す
る
第
二
種
嗣
酬
の
生
産
手
段
の
量
)
、
♂
(
第
-
一
種
類
の
消
費
手
段

目
一
単
位
常

p
の
生
産
に
要
ナ
る
肺
労
働
力
の
盆
)
、

F
(第
一
一
極
矧
白
星
産
手
段
一
草
作
賞
り
の
生
産
に
要
す
る
第
一
種
類
の
生
産
手
段
の
量
)
、

p
u

(
第
一
種
類
白
生
産
手
段
一
単
位
蛍
り
の
生
産
に
要
す
る
第
二
種
削
酬
の
生
産
手
段
の
盆
)
、

Y
〈
第
一
種
類
の
生
産
手
段
一
単
位
常
り
の
件
一
産
に
要
す

る
腕
労
働
力
の
量
)
、

F
(第
二
種
絞
り
生
成
子
段
一
早
位
常
り
の
生
産
に
要

T
る
第
一
一
種
師
団
白
生
産
手
段
白
量
)
、

P
凶
(
第
二
積
額
の
生
産
手
段
一

草
作
山
口
川
り
の
生
産
に
市
町
す
る
第
二
一
強
制
似
の
ル
止
法
手
段
の
量
〉
、
J
(
第
日
一
種
州
地
白
史
産
手
段
一
単
位
常
り
の
生
産
に
要
す
る
帆
労
働
力
の
設
て
で
日
〈
第

一
種
搬
の
消
費
手
段
白
川
川
川
村
)
、
コ
(
弟
-
b
m
悦
飢
の
前
議
千
段
の
債
格
1

7

h

(

第
一
一
様
矧
約
九
庄
千
限

ι
債
総
)
二
正
(
第
一
様
矧
の
止
産
干
段
の
償

昨
)
、
門
一
(
労
働
力
的
情
持
二
一
戸
、
(
除
剰
償
協
事

)
J
1
〈
千
均
利
潤
山
中
)
、

J

(
第
一
一
極
阪
の
小
1
4
4吹
の
憾
仇
産
量
ゴ
♂
(
第
一
漏
出
削
矧
の
ル
摩

T

段
目
総
生
産
品
且
〉
、

3
(第
一
一
樫
数
の
消
賀
手
段
白
紙
生
屋
量
)
、

Z
問
、
(
第
一
種
類
の
消
費
手
段
に
封
す
る
資
本
家
の
総
需
要
量
)
、
タ
(
第
二
種
類

の
消
費
手
段
i
l
l
そ
れ
は
資
本
家
の
み
需
要
十
J

る
も
の
と
想
定
す
る
l
1
i
の
総
生
産
量
)
、
H

(

生
産
手
段
生
産
部
門
て
て
(
第
一
種
類
の
生
産
手
段

の
生
産
部
門
)
、
ミ
(
第
二
種
類
の
生
産
手
段
の
生
産
部
門
)
、
口
(
消
費
手
段
主
産
部
門
て
口
、
(
第
一
種
類
の
消
賀
手
段
の
生
産
部
門
)
、
一
、
、
(
第

一
」
種
娘
の
消
貧
手
段
の
生
産
部
門
)
、

p
t
P
F♂
(
一
=
ミ
ユ
一
u戸、
u
〔)宮、。氏、

(
-
L、
"
ミ
L
-
L
H
J
=、
、
に
於
け
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流
動
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不
出
世
資
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量
)
、

hv
〔)
E
h
p
ヘ

レ(く
Jur(4同
thv♂
-J
い
の
に
、
(
『
切
-
、
、
]
、
、
L
『w
『一、
U
H
-
-
に
於
け
る
白
ら
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徐
剰
債
値
を
以
ワ
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す
る
遁
加
流
動
不
国
型
資
本
量
)
、
(
)
ヨ
♂
ヘ
五
百
、
、

{)与の凶凶
J
(イ旬、、

(
-
L、二
λ
=
v
=
、
‘
一
戸
、
、
に
於
げ
る
固
定
資
本
消
耗
部
分
)
、

h
v
n
z
h
v
p
u
J
炉内』凶、、、反)日
u
h
R
K
-
K一目、、{『』【、
u
H、、
L
H
M

】
戸
、
切
口
、
、
に
於
け
る
向
、
b

D
徐
剰
償
値
を
以
円
ノ
て
す
る
固
定
資
本
逗
加
量
)
、
子

f
、匂

f
、J

J

J
、
・
〈
ヘ
、
(
『
a

]

、"回、
J
H
T
=、w
口
、
、
に
於
け
る
可

出
世
一
資
本
量
)
、

h
r
J
P
1・
h
r
J
λ
h
v
く日
w
h
v
J
J
h
v
J、、

(HW]、U

1・
HHU]
戸、
w
回
目
、
、
に
於
け
る
自
ら
の
品
開
剰
償
値
を
以
ヲ
て
す
る
追
加
可
境
資
本
量
)
、

E
亡
吉
岡
、
u
E
'、、岨

-
f
w
Eヘ
w
吉
凶
、
、
亡
、
戸
、
u
円、
J
H
F
r
J
戸
、
、
に
於
け
る
品
開
剰
債
値
量
)
、

F
。-ye、-
F
o
j
r
u宮
グ
ド

-dミ
(
-
-
』
、
-
H、J
R
H
戸、、
u

-
-
、
、
に
於
け
る
儀
剰
憤
値
中
資
本
家
の
消
費
に
あ
て
ら
れ
る
量
)
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序
と
す
る
。
そ
こ
で
、
先
ワ
、
資
事
訴
の
需
要
比
率
と
労
働
者
の
そ
れ
と
が
等
し
い
と
言
ふ
事
に
つ
い
て
見
る
に
、

斯
か
る
場
合
に
は
、
消
費
手
段
の
種
類
が
多
縄
で
あ
る
事
の
持
つ
特
殊
の
問
題
は
め
ら
は
れ
て
来
な
い
の
で
、
問

題
を
簡
翠
に
取
扱
ふ
潟
め
に
は
、
孜
々
は
、
消
費
手
段
の
荷
類
が
日
八
一
揖
類
に
過
ぎ
な
い
場
合
を
想
定
し
て
よ
い

わ
け
で
あ
る
。
突
に
生
産
手
段
に
つ
い
て
見
る
に
、
各
搾
生
産
物
の
生
産
に
要
す
る
各
種
の
生
産
手
段
の
問
の
比

ボ
十
・
が
何
れ
の
生
産
物
に
於
て
も
同
一
で
あ
る
以
上
は
、
生
産
手
段
が
多
種
で
あ
る
事
の
持
つ
特
殊
の
問
題
は
あ
ら
一

は
れ
て
来
な
い
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
こ
れ
も
、
軍
に
一
種
類
と
想
定
し
て
よ
い
わ
け
で
あ
る
が
、
然
し
立
で
岐
、

岡
山
ん
資
本
を
村
に
汚
燃
し
ゃ
う
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
定
資
本
生
産
部
門
伝
特
に
似
の
一
色
の
と
瓜
川
す

る
た
め
仁
、
生
産
手
段
は
、
間
定
資
本
・
7
忍
べ
き
色
の
と
流
翫
的
不
控
資
本
に
る
べ
き
も
の
と
の
二
積
あ
る
も
の
と

想
定
す
る
。

(
勿
論
、
流
動
的
不
縫
資
本
と
凶
定
資
木
と
の
差
異
は
、
引
い
皮
手
段
什
閣
の
性
質
に
よ
る
も
の
で
は
な
〈
、
同
一
生
産
手
段
も
或
る

生
産
部
門
に
於
で
は
流
動
育
本
と
し
て
用
ひ
ら
乱
づ
、
池
的
生
産
部
門
に
於
て
は
制
定
資
本
と
し
て
用
ひ
、
U
れ
る
す
ず
が
あ
り
符
る
わ
け
で
あ
る
が
.

問
題
を
簡
明
な
ら
し
め
る
符
め
に
、
投
与
は
、

本
摘
で
は
、
流
動
的
不
出
世
資
本
と
固
定
資
本
と
が
、
全
〈
別
々
の
止
し
度
手
段
に
よ
っ
て
、
即
ち
前
者

は
第
一
一
種
生
皮
手
段
、
後
者
は
第
二
種
生
産
手
投
に
よ
ツ
て
、
代
表
さ
れ
る
も
の
と
畑
山
冠
ナ
る
)
。

斯
〈
の
如
き
筒
草
な
る
場
合
は
、
更
に
こ
う
の
場
合
に
分
た
れ
る
。
町
ら
、

一
、
資
本
の
債
依
構
成
が
各
生
産

部
門
に
於
い
て
相
等
し
い
場
合
、
二
、
相
異
る
場
合
。
火
に
我
々
は
順
次
に
之
等
二
つ
の
場
合
に
つ
い
て
、
我
々

の
問
題
を
究
め
や
う
。

一
、
資
本
の
憤
値
構
成
が
各
生
産
部
門
に
於
い
て
相
等
し
い
場
合
。
ん
1

限
り
に
、

5ミ

内

M

司
ヨ
リ
h

資
本
蓄
積
率
空
差
異
と
固
定
資
本
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す
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斯
〈
の
如
き
場
合
に
は
、
貨
幣
、
消
費
手
段
、
及
び
第
一
種
第
二
種
の
生
産
手
段
の
そ
れ

Z
れ
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債
値
(
償
値
に

日
川
i
y
+
i
で
Jx
叶
+
叶

x
U
Z
Z
5
4
1
1
7日
な
る
四
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照
隠
す
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品
特
)
構
成
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決
定
基
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し
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式
が
持
ら
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之
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よ
っ
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iuu
』

】

h
H
H
E
r
o
引

I
H

F

W

〕

叩

S
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h
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の
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事
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知
ら
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あ
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産
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偵
街
楠
戚
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何
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で
あ
る
事
も
知

ら
れ
る
。
此
の
各
生
産
物
の
債
値
構
成
は
.
資
本
蓄
積
率
の
差
異
に
よ
っ
て
は
麗
ら
な
い
。

今
、
貨
幣
は
現
買
に
は
生
産
さ
れ
な
い
も
の
3

と
す
る
。
然
る
時
に
は
、
車
純
再
生
産
と
構
張
再
生
産
と
の
差
は
、

前
者
の
場
合
に
は
、
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h

で
あ
り
、
例
へ
ば
不
謹
資
本
消
耗
量
(
涜
動
不
自
愛
資
本
及
び
固
定
資
本
消
耗
量
二
口
罰
)
に
封
す
る
不
盤
資
本
蹟
張
量

の
此
が
l

五
に
達
す
る
程
度
の
抜
張
再
生
産
が
行
は
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、

】
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此
の
揚
令
、

x
は
不
務
資
本
総
量

に
射
ナ
る
不
援
資
本
菰
輩
且
む
比
を
示
、
T
J

〉
で
あ
る
と
い
ふ
貼
だ
け
で
あ
る
。
此
の
場
合
の
車
純
再
生
産
と
概
張
再
生
産
L
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η

γ

地

J

の
差
異
と
、
固
定
資
本
を
捨
象
せ
る
場
合
の
翠
純
再
生
産
と
慣
張
再
生
産
と
の
差
異
と
を
比
暁
す
る
に
、
固
定
資

本
を
捨
象
せ
る
場
合
に
は
、
不
盤
資
本
消
耗
量
に
劃
す
る
不
盛
資
本
萌
張
量
の
比
が
直
ち
に
不
謹
資
本
総
量
に
調

す
る
不
盤
資
本
瞭
張
量
の
比
|
|
右
の
方
程
式
に
於
て

xeど
以
て
示
さ
れ
た
る
も
の
ー
ー
で
も
あ
り
得
七
の
に
、

固
定
資
本
を
考
慮
ぷ
入
れ
た
る
本
稿
の
場
合
に
は
さ
う
で
な
く
な
り
、
不
謹
資
本
総
量
に
罰
す
る
不
援
資
本
構
張

量
の
比

x
は、

訓
嘩
酬
明
比
刊
誌
4m
却

U

有
海
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崎
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何
一
時
潮
岬

M
H
l
I
l
l
i
-
-
-
X
1
1
1
1
1
1
:
一
;
(
台
湾
同
月
勢
奇
数
仰
件
剖
滅
同
市
件
落
陣
)

U

計
時
削
減
同
一
凶
器
棚
酎
同
日
明
灘
両
M

骨
議
陣

L
L
h
u
o

っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

此
の
場
合
J
早
純
一
再
生
成
と
蹴
蝦
再
生
産
Lf

の
差
異
は
、
右
の
例
に
つ
き
町
一
に
A
I
…
つ
の
事
貯
総
定
的
t
同
定
す

れ
ば
、
数
字
を
以
て
言
ひ
あ
ら
は
さ
れ
得
る
事
に
な
名
。
そ
こ
で
今
、

m
u
J
+
予防

H
S
-と
す
る
。
然
ろ
時
に
は
、

車
純
再
生
産
が
行
は
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
百
』

H
お
き
-
r
H
H
S
F
3
H
さ
き
で
あ
り
、

例
へ
ば
不
捷
資
本
消
耗

量
に
封
す
る
不
謹
貧
本
蹟
張
量
の
比
一
か
1

五
に
達
す
る
程
度
の
擁
張
再
生
産
が
行
は
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、

ケヨ

お
き
-
P
♂
リ

]
g
p
z
u
H
回
目
さ
で
あ
る
。
然
る
に
、
各
樫
生
産
手
段
投
ぴ
に
消
費
手
段
の
各
一
軍
位
の
債
低
並
び

に
債
値
構
成
は
嚢
に
知
ら
れ
た
る
通
り
で
あ
る
。
従
っ
て
、
各
樺
生
産
物
の
そ
れ
ぞ
れ
の
総
額
の
慣
値
構
成
は
、

車
純
再
生
産
の
時
に
は
、
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資
木
蓄
積
牢
の
差
異
と
制
定
資
本

日
印
(
)
む
の

a

i
印

(
)
c
c
x
l同

(

A

4

1
十

四
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山

c
c
z
z
u
M号
室

vpw

一

戸

;

】

G

i

t
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と
な
り
、
不
麗
資
本
消
耗
量
に
罰
す
る
不
盤
資
本
構
張
量
の
比
が
1

一
日
に
達
す
る
税
度
の
蹴
張
再
生
産
の
時
に
は

て
凶
】
凶
「
)
・
凶

C
-、
+
叶
(
}
由
叶
凶

X
H
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(
4
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T
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一
-
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)
司
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を
き
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寸

]
C
き
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一
]
c
c
c
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]、、∞吋口∞の:、、十日
()MM
叶

X
f
]
i
η
:
、、
x
日口臼山由¥、
γ

出口日間
5
4
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』

-

P

】
号

t

w

i

』

同

戸

U
C
U
〈

3
7
u
-
c
E
-

'
と
な
る
。
郎
ち
、
枇
舎
的
生
産
物
を
、
生
産
手
段
生
産
部
門
及
び
消
安
手
段
生
産
部
門
の
二
大
部
門
に
総
括
し
、

且
つ
、
年
生
産
物
の
上
に
移
輔
さ
れ
る
憤
他
部
分
の
み
を
概
枯
的
に
示
す
時
に
は
、
同
定
資
本
を
考
慮
に
入
れ
5

る
場
合
の
そ
れ
と
同
一
の
表
式
炉
特
ら
れ
、
従
っ
て
何
等
量
化
は
無
い
様
に
見
え
る
。
然
し
そ
れ
は
、
固
定
資
本

『
山
-
Z
司

、

一

心

l
八

一

P

」
μ

-

h

c

x
、
f
-
I
I
C
C

コ

l
l
z
c
t
f

無
き
場
合
に
は
不
護
資
本
総
量
に
罰
す
る
不
謹
資
本
拡
張
量
の
比
が
]
一
日
に
達
す
る
程
度
の
蹄
張
再
生
産
雪

Tq

も
の
で
あ
っ
た
の
に
、
固
定
資
本
の
め
る
場
合
に
は
3
う
で
な
く
な
、
り
、
例
へ
ば
我
々
の
場
合
に
は
、
不
遜
資
本

総
量
に
封
す
る
不
遊
資
本
班
張
且
阜
の
比
が
4

一
川
に
達
す
る
に
過
ぎ
ゴ
る
程
度
の
班
一
段
再
生
産
を
一
不
す
も
の
と
な
っ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
斯
〈
の
如
き
差
異
を
生
守
る
の
は
、
元
来
一
定
率
の
拡
張
再
生
産
に
際
し
で
は
、
技

術
の
麗
化
無
き
限
り
、
所
要
生
産
要
素
が
す
べ
て
同
率
に
増
加
せ
し
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
回
定
資

本
の
あ
る
場
合
に
は
・
生
産
手
段
所
貯
量
と
生
産
手
段
ゆ
和
量
と
の
問
に
開
さ
が
生
子
る
鋳
め
に
、
所
要
生
産
手

段
量
の
一
定
率
の
増
加
は
、
生
産
手
段
泊
耗
量
と
比
較
す
れ
ば
そ
れ
と
は
具
っ
た
峯
の
増
加
と
し
て
あ
ら
は
れ
ね

ば
な
ら
な
く
な
る
事
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
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y
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三
ず

r
j
f
l

;?む元
来
、

?

U

F

ク
ス
は
瞭
張
再
生
産
表
式
を
取
扱
ふ
に
際
し
、
事
質
上
、
固
定
資
本
無
き
場
合
を
分
析
し
に
の
で

あ
る
か
ら
、
回
定
資
本
の
め
る
場
合
の
分
析
に
準

U
鴻
め
一
に
は
、
右
に
一
不
さ
れ
に
る
如
き
注
意
を
要
す
る
の
で
あ

る
。
実
の
事
は
、

?

Y
グ
ス
自
身
多
少
気
付
い
て
ゐ
七
ら
し
く
、
伎
は
「
点
に
注
意
す
ぺ
き
は
、
著
蹟
に
閥
寸
ろ

-
誌
の
)
説
明
に
於
て
は
、
不
盛
資
本
の
闘
輿
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
商
品
資
本
の
償
値
部
分
た
る
べ
き
不
麗

資
本
の
債
値
が
、
正
確
に
は
表
現
さ
れ
て
居
ら
ぬ
事
で
あ
る
。
新
に
に
蓄
積
さ
れ
た
不
建
資
本
中
の
間
定
資
本
は

た
Y
漸
失
的
に
一
定
の
期
間
ぞ
お
い
て
商
品
資
本
に
移
輔
、
む
れ
る
に
過
き
な
い
」
と
一
一
詰
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
熱

し
彼
は
還
に
此
の
油
を
充
分
に
展
開
し
な

r
っ
た
。

此
の
描
ぞ
吊
初
に
指
摘
し
た
の
ほ
、

YHη
ノ
引
ユ
艮
h
ノ
σ主
、

1
6
A
1
t
u
r
qノ

d

w

b

a

v

J

Y

繊
同
感
士
で
あ
弓
J

叶
崎
一
段
川
生
資
の
旧
制
介
に
於
一
ー
は
前
肢
の
品
川
に
投
ぜ
ら
れ
?
資
本
は
金
〈
新
日

川
川
ボ
フ
ヨ
J
p
p
i

、、

目
じ

J
i
v
l
j
〈

G

従
前
の
規
模
以
上
の
生
産
を
開
始
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

主
(
の
部
分
に
劃
す
る
全
固
定
資
本
を

一
時
に
創
設
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
此
の
如
き
場
合
に
於
て
は
(
一
定
期
下
の
擁
択
一
件
位
定
の
行
れ
る
場
今
、
町
一
九
の
掛
干
の
増
加
を
な
ナ
べ
き
も

の
と
し
て
は
)
業
の
年
に
消
和
さ
れ
新
生
産
物
の
中
に
憤
値
移
轄
3
る
る
部
分
丈
け
で
は
な
く
、
該
国
定
資
本
会
館

の
償
値
炉
問
題
と
な
っ
て
来
る
の
で
あ
A
Q

」
と
。
然
し
織
戸
準
士
は
、
同
一
の
瞭
張
再
生
産
表
式
も
そ
れ
が
前
提

す
る
所
の
生
産
班
張
李
(
不
投
資
本
総
量
に
封
す
る
不
遜
貨
ー
本
燐
張
量
の
比
)
は
、
固
定
資
本
の
あ
る
場
合
と
無
い
場
合
'
Y
一に

よ
っ
て
異
る
所
以
の
構
造
J

佐
、
充
分
に
は
展
開
さ
れ
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
印
ち
織
戸
皐
士
は
マ

Y

グ
ス

ee批
判

じ
で
寸
位
り
に
、
不
建
資
本
会
-
5
3
の
中
、
固
定
資
本
消
費
部
分
を
-

三
喜
一
品
、
流
動
資
本
を
臼
号
室
主
唱
と
し
、
回

定
資
本
存
積
年
限
ぞ
日
年
と
す
る
。

-
:
而
し
て
今
、
約
束
に
従
っ
て
一
己
主
主

-LZレ
三

日

空

白

rけ
蓄
積
す
る

資
本
蓄
夜
十
字
の
差
異
主
制
定
資
本

四

ぐ

d

討
議
鉱
癒
議
訓
?
と
川
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資
本
蓄
積
誌
の
4

定
異
と
固
定
資
本

P!l 
(2'1 

色
の
と
す
る
な
ら
ば
、

左
の
如
き
滑
稽
な
る
結
果
と
な
る
。

先
てコ
山
岳
山
白
色
i
v
(
)】

を
同
定
資
本
と
疏
動
資
本
に
分
つ
に

固
定
資
本
の
消
耗
部
分
と
杭
動
資
本
と
の
割
合
は
一
封
三
で
あ
る
か
ら
、

会
固
定
資
本
額
と
流
動
資
本
額
と
の
割

合
は
十
勢
三
と
な
る
。

従
ィコ
て
迫
力日
全
匝l
'7 
Aも，

資
本
は
c;o 

X 

じ$

むζ

(
込
加
不
建
一
)
慌
動
資
本
は
、

H
g・
司
と
な
る
。

(
込
担
金
固
定
資
本
の
十
分
の

虫
色
十
回
、

3
4

今
後
省
に

一
郎
ら
一
年
の
消
花
部
分
を
加
ふ
れ
ば
、

〉
ー
什
H
]
ご
口
で
あ
る
。
此
の
]
己
中
川
¥

(
次
年
度
の
第
一
部
門
心
生
恋
物
の
償
協
に
移
輔
君
れ
る
不
礎
資
本
叫
ん
一
1

年
内
叱
れ
を
必

過
す
る
望
)
で
あ
り
、
従
っ
て
(
そ
れ
に
照
際
1
べ
九
日
追
加
可
境
資
本
は

γ
-
(這
-m)不
'
礎
資
本
の
I

一4
た
る

:
・
従
っ
て
(
暴
の
〉
・
:
・
追
加
可
護
資
本
き
E

J

の
中
2

2

Z

J

N
∞M
E
N
D
だ
け
は
蔑
存
す
る
。
一

?
y
ク
ス
が
固
定
資
本
の
消
耗
部
分
丈
け
を
考
へ
、
競
技
再
生
産
の
場
合
に
於
て
は
常
に
考
慮
に
入
れ
な
く
て
は

な
ら
ぬ
追
加
資
本
の
金
量
を
度
外
視
し
た
潟
め
で
J

の
る
」
と
論
じ
に
る
後
、
直
ち
に
績
け
て
「
此
の
計
算
は
恐
ら

え
の
却
〈
に
改
め
ら
れ
な
〈
で
は
な
ら
ぬ
だ
ら
っ
。
追
加
可
麓
資
本
は

2
」
tjHE、
追
加
流
動
資

引ドー
J

円

H
2
2、
金
追
加
固
定
資
本
は
さ

t
t
q
h
-
L
5
ω

お
(
で
J

め
る
)

0

而
し
て
こ
は
、

本
は

E
-
Z

と
百
つ

:fl主
土~
れ
る

所

が
若
し
此
の
様
な
仕
方
に
よ
る
時
に
は
、
消
費
手
段
生
産
部
門
の
追
加
可
盤
資
本
は
コ

Z
X

追
加
流
動
資
本
は
】
吋

Z
x
z
h
u
u
E
全
追
加
固
定
資
本
は
三
町
X

出
お
判
H
E
∞
'
と
な
る
で
あ
ら
う
。

目
ハ
ロ
回
目
u

然
る
場
合
に
は
、
各
生
産
部
門
の
生
産
物
の
債
値
所
分
と
、
各
生
産
部
門
の
生
産
物
に
劃
す
る
購
買
力
の
出
所
と

の
調
照
表
式
は

戸
A 
V 

-
品
目

u
-
レ《

一・一時
P
V
J
J

一
P
-
u
p
-
J
2
1

t
z
z
zよ

品
目
同
一
i
V
(
)
-

申
告
支
仁

U
Z
E
V
(〕
G
E
E
-
-・
串
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『

同

】
p
q
-
o
同
+
】
白
∞
-
U
L
丈
一
)
同
+
M
W
叶
印
4
J
+
】
凶
-
回
し
V
J
十
回
『
}
品
目
-
J
3
H
H
{
)
(
}
c
f
+
∞
回
目
レ
ご
ナ
印
品
目
白
J
o
+
日
4
h
v
d
J
十
回
目
阿
国
V
♂
十
日
号
品
目
F
n
M
O
+
国
-
-
串

と
な
忍
。
即
ち
、
消
費
手
段
生
産
部
門
に
於
て
は
∞

Z
だ
け
責
れ
残
り
、
生
産
手
段
生
産
部
門
で
は
同
額
だ
け
の

生
産
不
足
を
来
す
で
あ
ら
う
。
而
し
で
斯
〈
の
如
き
結
果
に
な
っ
た
の
は
、
織
戸
島
士
一
か
、
同
一
の
瞬
張
再
生
産

表
式
一
色
そ
れ
が
前
提
す
る
所
の
生
産
癒
張
傘
は
、
固
定
資
本
の
あ
る
場
合
と
無
い
場
合
と
に
よ
っ
て
異
る
所
以
の

構
造
を
充
分
に
究
め
る
事
を
せ
や
に
、
勝
手
な
率
の
責
本
蓄
積
を
、
輿
へ
ら
れ
た
表
式
に
あ
て
は
め
ら
れ
た
の
に

由
る
ω

そ
こ
で
今
、
我
々
が
墨
に
明
か
に
し
た
所
の
仕
方
に
従
っ
て
知
ら
れ
た
所
の
各
生
産
部
門
め
生
産
物
に
つ
い
て
、

そ
れ
に
到
す
る
購
買
力
の
出
所
と
守
閣

各
生
産
部
門
岡
の
連
繋
の
問
題
を
見
る
潟
め
に
、
そ
の
寅
k
金
所
分
土
、

閉
山
し
て
見
れ
ば
、
(
田
高
再
生
産
の
場
合
に
つ
い
て
は
別
に
問
題
は
無
い
の
で
略
す
る
)
、
各
生
産
部
門
の
生
産
構
張
が
営
該
生
産

部
門
の
餅
剰
償
値
を
以
っ
て
行
は
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、

同
日
同
国
号
・
凶
の
=
、
+
印
U
U
V
(
リ
=
、
ー
十
吋
{
)
晶
・
叶
凸
】
ヘ
+
】
去
、
・
吋
h
悼
の
戸
町
、
十
吋
{
}
由

-
7ヘ
+
】
坦
∞
v
f
、
ー
十
品
目
-
q
-
r
o
、
H
M
】
回
{
)
・
凶
作
二
、
十
臼
田
U
K
M
の
=
、
十
∞
叶
司
個
つ
】
戸
、
、
十
回
品
品

h
F
(
U
口
、
、
十
】
】
凶
山
内
日
ト
出
回
E
m
h
p
(ソ巴

H
E
∞
コ
戸
∞
。
=
、
、
ー
十
日
品
q
v
〔
，
=
、
、
十
日

A
a
u
(よ
ヘ
、
+
叩
悶
(
}
レ
何
回
目
、
、
+
悶
坦
臼
臼
J
、
、
l
T
∞
-
N
h
v
J
、
、
+
】
叶
司
品
-
r
o
、
、
日
叶
(
}
司
吋
内
}
町
、
+
】
申
吋
吋
目
ド
(
一
一
品
、
十
日
司
臼
己
の
同
開
、
、
十

∞
凶
i
V
(
U
K
、
十
日
吋
印
。
目
十
回
号
h
F
O
h
V
{
今
日

ロ
]
己
凶
印
(
U
E
T
臼
回
目
I
V
の
盟
十
臼
吋
印
。
百
+
同
宇
同
一
)
レ
(
)
同
時
十
日
・
h
r
d
十
】
(
)
印
-
v
♂
+
凶
悶
∞
]
{
T
2
H
2
)
凸
-
Y
J
、
十
回
=
・
∞
レ
コ
、
+
品
回
ヨ
J
o
、
!
?
回
甲
山
臼
F
J
、
、
+
∞
同
h
v
J
、
、

↓
】
寸
∞
・
品
r
-
。
、
、
ー
十
日
叶
G
J
I
十
】
号
Z
J
十
回
混
同
7
宮

と
な
る
。
即
ち
.
固
定
資
本
を
考
慮
に
入
れ
て
色
、
固
定
資
本
を
考
慮
に
入
れ

F
る
場
合
に
蓮
せ
ら
れ
た
る
結
論

ー
慣
張
傘
に
感
じ
て
、
各
生
産
部
門
の
比
率
が
色
々
に
決
定
さ
れ
、
そ
れ
に
膳
じ
て
、
生
産
物
の
債
値
が
貫
現

資
本
蓄
碕
李
白
差
異
と
固
定
資
本

四
五



資
本
蓄
積
率
の
差
異
と
固
定
資
本

一
四
六

さ
れ
る
も
の
と
な
る
、
と
言
ふ
結
論
目
|
に
は
、
盛
り
は
無
い
の
で
あ
る
。
織
戸
阻
宇
士
は
マ

Y
ク
ス
を
評
す
る
に

際
し
「
(
事
質
上
固
定
資
本
無
骨
場
令
を
取
扱
へ
る
マ
ル
グ
ス
の
)
分
析
と
手
を
分

t
y
る
限
h
、.

時
張
再
生
産
行
程
分
析

EE--

マ
U
F

ク
ス
の
蹟
張
再
生
産
行
程
の
分
析
な
る
も
の
は
:
:
其

の
後
の
研
究
に
と
っ
て
基
礎
的
な
債
低
ぞ
有
す
る
研
究
で
:
・
な
い
」
と
言
っ
て
居
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
言
葉
が

へ
の
道
が
全
然
附
さ
れ
て
し
ま
ふ
の
で
あ
る
。

由
プ
5

『

D
3
:
J恥
』

ThJ1出

1
5
0

司
叫
2
C
W
I
M
P
-
〈

h
f
l
i川
(

品

川

-
r

固
定
資
本
の
債
値
移
轄

ω問
題
に
閲
す
る
此
の
珠
備
的
研
究
段
階
に
於
て
検
討
す
べ
き
所
は
、
大
韓
日
上
ぞ
日

っ
て
壷
き
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
.
衣
の
段
階
に
進
h
u
前
に
、
今
一
つ
明
か
に
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
が
あ

る
。
ぞ
れ
は
利
潤
卒
に
開
す
る
問
題
で
あ
る
。

今
夏
ら
こ
と
わ
る
迄
も
無

t
、
利
潤
率
は
投
下
総
資
本
額
に
劃
す
る
利
潤
量
の
比
で
あ
る
。
従
っ
て
我
々
の
場

合
ー
ー
そ
こ
で
は
各
生
産
物
生
産
部
門
の
責
本
の
有
機
的
構
成
が
何
れ
も
同
一
で
あ
る
矯
め
に
生
産
物
の
債
値
と

債
格
と
は
一
致
す
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
偉
剰
憤
値
(
債
値
)
額
は
斡
剰
慣
値
(
債
格
)
額
と
.
資
本
(
慣
値
)
は
資
本
(
償
給
)

-

F

、

azヘ
+
伝
子
三
、
ト

g
p
F

と
一
致
す
る

l

に
於
て
は
、
ホ
潤
峯

P
は、

T
副
司
判
開
叫
ハ

HERE4lEtz日
自

民

引

罰
剖
引
引
民
割
引
剖
引
"
と
・

5
5
S
R子
と
な
る
筈
で
あ
る
、
と
一
腰
考
へ
得
ら
れ
る
。
の
み
な
ら
中
、
今
、

債
値
に
鯛
れ
る
事
な
く
可
及
的
高
率
の
利
潤
牽
を
求
め
て
生
産
の
行
は
れ
る
事
を
直
接
に
取
扱
へ
ば
、
本
項
に
想

定
さ
れ
に
る
如
き
事
情
の
下
に
於
て
は
、
諸
商
品
の
債
格
構
成
決
定
の
基
準
と
し
て
、
一
躍
、

7
(
寸
1
1
M
T
H
+

】

J

田

=

¥

-

u

-

ノ

ロ

盟

、

、

】

即

]

-

J

M
引
X

印と
(
5
1
)
l川
町

rux
則
"-vu

リベ
y
e
T
J
1
J
J
-
S
J
)
〈

J
J
l
l
u
l
f
x
叫-ア

TfiM十ベ
r
+
剖

SM」
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日

司

、

]

戸

山

】

J

・

日

会
主
、
)
・
昨

l
f
Jデ
-
J
H
(
叫
r
l
I
M
-
-
J司
王
勺
M

)

(

』

{

}

》

JI--悶X
組

考
へ
得
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
時
に
は

3
L
u
y
u
f
r
L
a
q
n
己
』
日
∞
印
ご
品
目
∞
勾
川
れ
と
な
る
の
で
め
っ
て
、

債
僅
か
ら
計
算
し
に
る
場
合
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
其
虞
に
は
別
段
問
題
は
無
い
様
に
見
え
る
。
然
し

な
る
四
つ
の
方
程
式
が
奥
へ
ら
れ
る
と

ぞ
れ
は
一
腰
斯
〈
見
え
る
だ
け
で
あ
る
一
}

如
何
に
も
、
若
し
固
定
資
本
の
消
耗
部
分
の
代
償
L
し
し
て
回
敬
さ
れ
る
貨
幣
が
固
定
資
本
の
賓
物
補
充
の
時
ま

で
貨
幣
資
本
形
態
に
於
て
退
蕪
3
れ
る
か
、
又
は
、
固
定
資
本
の
消
耗
部
分
が
直
ち
に
質
物
補
充
さ
れ
る
の
で
あ
る

な
ら
ば
、
所
か
る
計
算
を
な
す
事
は
常
然
で
J

の
る
。
然
し
若
し
、
固
定
資
本
の
現
物
更
新
が
主
(
の
死
滅
期
に
達
す

る
迄
は
行
は
れ
や
、
死
滅
期
に
法
し
て
一
括
的
に
行
は
れ
，
心
の
で
あ
り
、
且
つ
間
定
資
本
の
消
粍
部
分
の
代
償
と

し
て
回
牧
さ
れ
る
資
本
が
他
に
流
用
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
利
符
が
特
ら
れ
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
固
定
資
本
の
消

耗
部
分
の
代
償
と
し
て
回
枇
さ
る
べ
き
も
の
は
、
そ
れ
を
他
の
用
途
に
於
て
用
ひ
て
特
色
る
べ
き
利
得
と
そ
れ
と

を
合
計
し
た
る
も
の
が
持
来
の
固
定
資
本
の
補
充
に
足
る
程
度
で
あ
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
、
他

の
用
途
に
於
け
る
利
潤
峯
色
依
然
と
し
て
枇
曾
的
平
均
的
利
潤
率
〆
と
し
、
固
定
資
本
の
消
耗
部
分
の
代
償
、
と
し

て
同
牧
さ
る
べ
き
も
の
を

y
に
て
示
す
と
す
れ
ば
、
我
々
の
場
合
に
於
て
は
、
い
]
J
4
{
(
】
十
ミ
+
(
】
+
ミ
+
(
同
十
ミ

え
中
市
、
)
よ

(H45r(』
454十
(
-
土
、
可
十
(
円
+
-
1
X
ア

({IT5土
}
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
然
し
こ
れ
で
は
翠
に
、
固
定

資
本
の
更
新

rけ
が
行
は
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
剖
ち
こ
れ
で
は
、
固
定
期
間
の
終
り
に
固
定
資
本
の
元
債
5
J
J

けが

回
牧
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
現
在
か
ら
見
れ
ば
中
f
h
ト
引
に
し
か
営
ら
な
い
。
印
ち
、
ニ
引
ト

J1

資
水
蓄
積
率
の
差
異
主
閤
定
資
本

四
じ



資
本
蓄
積
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あ
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す
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と
な
る
。
印
ち
此
の
場
合
に
は
、
枇
舎
的
生
産
物
を
生
産
手
段
生
産
部
門
及
び
消
豊
手
段
生
産
部
門
の
二
大
部
門

に
総
括
し
、

且
つ
、
年
生
産
物
の
上
に
移
輔
さ
れ
る
債
格
部
分
の
み
を
概
括
的
に
示
す
事
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

(
償
告
表
式
は
、
軍
純
再
生
産
の
時
に
も
憤
張
再
生
産
の
時
に
も
、
回
定
資
本
な
き
場
合
に
つ
い
て
忍
が
嘗
っ
て
用

ひ
た
そ
れ
1

1

ぞ
れ
の
慣
値
的
表
現
は
本
項
の
場
合
に
於
け
る
右
の
(
債
格
)
表
式
の
債
値
的
表
現
と
一
致
す
る
所

の

l
l
k異
っ
て
ゐ
る
。

斯
く
の
如
〈
、
債
組
表
式
に
於
て
は
同
一
の
姿
を
採
る
べ
き
二
つ
の
も
の
が
、
債
格
的
表
現
仁
於
て
は
異
つ
仁

議
十
一
抑
る
事
に
な
る
の
は
、
剛
定
資
本
の
有
無
に
よ
っ
℃
、
同
一
の
憐
剰
債
依
も
同
月
っ
た
利
潤
一
帯
と
し
て
あ
ら
は

れ
る
矯
め
に
、
各
生
産
部
門
の
資
本
の
有
機
的
構
成
の
異
れ
る
場
合
に
は
、
諸
商
品
の
生
産
債
格
の
債
値
か
ら
の

背
離
率
が
そ
れ
だ
け
相
異
し
て
来
る
か
ら
で
あ
る
。
此
の
事
は
、
利
潤
率
卒
均
上
の
問
題
で
あ
り
、
決
し
て
、
そ

の
故
に
同
定
資
本
無
き
場
合
を
想
定
し
て
構
成
ぜ
ら
れ
た
る
憐
張
再
生
産
の
分
析
が
其
後
の
一
研
究
に
と
っ
て
基
礎

的
な
色
の
と
な
り
得
な
く
な
る
、
と
は
言
ひ
得
な
い
・
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
今
、
我
々
が
曇
に
明
か
に
し
た
所
の
仕
方
に
従
っ
て
知
ら
れ
た
所
の
各
生
産
部
門
の
生
産
物
に
つ
い
て

そ
の
責
上
金
所
八
?
と
.
そ
れ
に
罰
す
る
購
買
力
の
出
所
と
を
封
照
し
て
見
れ
ば
、
(
皐
純
再
生
産
の
場
合
に
つ
い
て
は
別
に
問

題
は
無
い
の
で
、
略
す
る
)
、
各
生
産
部
門
の
生
産
購
張
が
営
該
生
産
部
門
の
傍
剰
債
値
(
債
格
)
を
以
っ
て
行
は
れ
る
も

の
と
す
れ
ば
、

資
本
蓄
積
率
の
差
異
と
回
定
資
本
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る
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従
っ
て
、
各
坐
産
部
門
の
漣
繋
の
問
題
に
閲
し
て
は
、
と
れ
ま
で
展
開

7
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た
る
所
以
上
に
は
何
等

叫
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前
節
に
於
て
我
々
は
、
資
本
家
の
需
要
比
率
と
崎
労
働
者
の
そ
れ
と
の
相
等
し
い
場
合
を
考
察
し
た
。
従
っ
て
本

節
で
は
、
そ
れ
の
相
異
る
場
合
を
考
察
し
よ
う
。

此
の
場
合
に
も
我
々
は
、
各
生
産
部
門
の
資
本
の
債
値
構
成
の
相
等
し
い
時
と
然
ら
F
る
時
と
を
分
ち
得
る
の

で
あ
る
が
、
後
者
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
本
項
の
研
究
と
に
よ
り
明
か
に
さ
る
べ
き
問
題
以
上
に
は
何
等
新
し
い

問
題
を
提
供
し
な
い
。
従
っ
て
其
の
賠
に
於
て
は
、
そ
の
場
合
を
こ
〉
で
取
扱
ふ
必
要
は
な
い
。
所
炉
、
一
克
末
、
責

本
家
の
需
要
比
率
と
勢
勤
者
の
そ
れ
と
が
異
り
、
且
つ
、
各
生
産
部
門
の
資
本
の
債
値
構
成
が
臭
っ
て
ゐ
る
場
合

に
は
、
固
定
資
本
を
考
慮
に
入
れ
な
い
場
合
に
於
て
も
既
に
、
資
本
蓄
積
率
の
盤
化
や
資
本
の
有
機
的
構
成
の
麗

化
と
共
に
必
然
的
に
過
剰
生
産
を
件
ふ
の
で
あ
り
、
こ
の
過
剰
生
産
は
固
定
資
本
の
あ
る
場
合
に
は
ぞ
れ
だ
け
強

化
さ
れ
は
す
る
が
質
の
盤
化
を
必
然
的
に
伴
ふ
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
そ
れ
等
の
場
合
の
研
究
に
は
購
来
鯛
れ
な
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い
で
色
神
む
の
で
あ
る
か
ら
、
ぞ
の
矯
め
の
準
備
?
と
し
て
、
各
生
産
部
門
の
資
本
の
債
値
構
成
の
相
異
る
場
合
を

こ
〉
で
取
扱
ふ
事
色
い
ら
な
い
。
従
っ
て
悲
で
は
専
ら
、
各
生
産
部
門
に
つ
い
て
資
本
の
債
値
構
成
の
相
等
し
い

場
合
に
つ
い
て
我
々
の
問
題
を
分
析
す
れ
ば
足
る
。

郎
ち
今
、
仮
h
ノ
に
、
公
】
』
リ
3
1
3
1
3
1
F
H
i
m
-
3
3
J
H
a
a凶日
3
5
H
官白川一
P
M
H
J
H
J
L
l悶
H叫
f
w
1
3
、

固
定
資
本
存
頑
期
聞
は
十
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と
す
る
。

斯
〈
の
如
き
場
合
に
は
、
貨
幣
、
消
費
手
段
及
♂
第
一
一
樫
第
二
揮
の
生
産
手
段
の
そ
れ
ぎ
れ
の
慣
値
構
成
の
決

定
の
基
準
と
し
て
、
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更
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1

つ
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i一日

F、
+
臼
』
由
同
〈
ヘ
マ
日

-
2
2
2、
1
5
3
P、

7
2・M
『
ヘ
+
刷
】
唱
・
副
邑
問
、
J十

H
-
g目
。
同
十
朗
吋
曲
目
同
+
削
叫
明
『
同

雪山の
2
q
?
ア
ロ
ミ

3
1「
F、
、
十
日
畑
出
ミ
十

g
Eヘ
「
岡
部
口
問
、

J

a
・
閣
司
、
十
朗
朗
・
百
三

]
号

同
回
、
、

と
な
る
。

印
ち
此
の
場
合
仁
は
、
融
合
的
生
産
物
を
生
産
手
段
生
産
部
門
、
生
活
必
需
品
生
産
部
門
及
び
者
修
品
生
産
部

門
の
三
大
沼
門
に
総
括
し
、
且
つ
、
年
生
産
物
の
上
に
移
開
き
れ
る
慣
銃
部
分
の
み
ぞ
組
問
的
に
示
す
事
に
よ
っ

て
件
、
わ
れ
お
表
式
は
、
別
定
資
本
営
考
慮
に
入
れ

5
る
場
合
に
つ
い
て
在
が
嘗
つ
で
用
ひ
た
そ
れ
色
、
軍
純
再
生

産
の
時
に
は
一
致
し
、
賢
張
再
生
産
の
場
合
に
は
異
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
而
も
、
後
の
場
合
に
も
、
若
し
消
費

手
段
生
産
部
門
を
一
括
し
て
示
す
な
ら
ば
、
雨
者
は
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
事
ば
次
の
如
き
理
由
に
よ
る
。

印
ち
.
一
苅
来
単
純
再
生
産
の
場
合
に
は
同
一
の
表
式
に
よ
っ
て
言
ひ
め
ら
は
さ
る
べ
き
二
つ
の
場
合
で
み
つ
に
の

で
ゐ
る
か
ら
、
而
も
そ
の
何
れ
に
於
て
も
等
し
く
不
撞
資
本
消
費
量
に
封
す
ろ
不
護
資
本
慣
張
量
の
比
一
か
1
一日に

達
す
る
程
度
の
質
強
再
生
産
が
行
ば
れ
る
ち
の
と
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
枇
合
的
生
産
物
を
生
産
手
段
生
産
部
門

及
び
消
費
手
段
生
産
部
門
の
二
大
部
門
に
総
括
し
で
年
生
産
物
の
上
に
移
輔
3
れ
る
慣
値
部
分
の
み
を
櫛
括
的
に

一
不
す
事
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
表
式
は
、
営
然
同
一
の
も
の
と
な
っ
た
わ
け
で
め
ろ
が
、
然
し
、
固
定
資
本
な
か
り

資
本
蓄
積
率
の
差
異
と
固
定
資
本

一
五
七

12) 拙稿;r資本蓄積論J(鑓源論叢第三十七谷第一51t)13口頁



資
本
蓄
積
率
の
差
異
と
固
定
資
本

し
場
合
に
は
不
一
護
資
本
消
耗
量
に
劉
す
る
不
盤
貴
本
擁
張
量
の
比
は
同
時
に
不
盤
貴
本
総
量
に
封
す
る
そ
れ
の
比

互E
i¥. 

で
も
あ
っ
た
の
に
、
従
っ
て
、
可
遊
資
本
も
不
盤
貧
木
消
耗
量
に
劃
す
る
不
麗
資
本
稿
張
量
の
比

i
i
例
へ
ば
我
々

の
場
合
に
は
1
一日

l
l
rげ
瞭
張
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
に
、
回
定
資
本
の
め
4
9

場
合
に
は
、
本
稿
第
二
節
第

一
項
に
於
て
明
か
に
さ
れ
た
様
に
、
不
援
資
本
消
耗
量
に
到
す
る
不
援
資
本
菰
張
量
の
比
は
不
麓
資
本
総
量
に
封

す
る
そ
れ
の
比
と
臭
っ
て
来
る
の
で
‘

1
i
l
即
ち
例
~
、
ぴ
比
二
場
合
に
は
納
者
?
と
け
で
あ
V
U
L
-
-
J
U
K
後
者
は
4
R
と
見
る
の

で
l
i
"
従
っ
て
可
同
盟
資
本
は
、
不
整
資
本
消
耗
量
に
調
す
る
不
麓
資
本
慌
張
量
の
一
比
(
例
へ
ば
我
々
の
揚
令
に
は
1
一日)

よ
り
も
低
い
所
の
、
不
盤
資
本
総
量
に
封
す
る
不
護
資
本
班
張
量
の
比
(
例
へ
ば
我
々
の
勢
令
に
は
4
一
む
だ
け
慣
張
3

れ
る
に
過
ぎ
ぬ
事
と
な
る
の
で
、
等
し
く
不
援
資
本
消
費
量
に
劃
す
る
不
襲
資
本
掠
張
量
の
比
が
1
一
日
に
建
す
お

程
度
の
慣
脹
再
生
産
が
行
は
れ
る
も
の
と
し
て
も
、
固
定
資
本
の
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
の
無
い
場
合
よ
り
も
、
実

他
の
貼
に
於
て
は
同
一
で
あ
る
限
り
、
追
加
せ
ら
れ
る
可
盤
貸
本
が
少
く
な
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し

此
の
事
は
、
本
稿
第
二
簡
第
一
項
に
於
て
明
か
に
3
れ
た
る
問
題
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
石
か
ら
、
本
質
的
に
別
佃

の
問
題
が
此
の
黙
に
於
て
提
出
3
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
め
る
。

そ
こ
で
次
に
、
各
生
産
部
門
聞
の
蓮
葉
の
問
題
を
顧
み
る
潟
め
に
、
今
期
の
各
生
産
部
門
の
生
産
物
の
買
上
金
所

品
川
と
、
各
生
産
部
門
の
生
産
物
に
封
す
る
購
買
力
の
出
所
と
金
封
照
し
て
見
れ
ば
、
(
単
純
一
丹
生
産
の
場
合
に
は
別
に
問
題

各
生
産
部
門
の
生
産
瞭
張
が
営
該
生
産
部
門
の
傍
剰
債
値
含
以
っ
て
行
は
れ
る
も
の
と
す
れ

は
無
い
白
で
略
ナ
る
)
、

ばf
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従
っ
て
、

こ
れ
ま
で
展
開
せ
ら
れ
た
る
所
以
上
に
何
等
新
し
き
問
題
ケ
提
出
し
な
い
。

四

む

す

び

以
上
に
於
て
在
は
、

各
種
の
生
産
物
の
生
産
に
要
す
る
各
種
の
生
産
手
段
の
聞
の
比
率
の
相
等
し
い
場
合
に
つ

い
て
、

固
定
資
本
の
あ
る
場
合
の
資
本
蓄
積
の
保
件
と
固
定
資
本
の
な
い
場
令
の
そ
れ
と
の
異
同
を
検
討
し
、

回

定
資
本
無
き
場
合
に
於
て
考
察
さ
れ
得
る
原
理
が
、

固
定
資
本
の
あ
る
場
合
に
も
本
質
的
に
は
依
然
と
し
て
支
配

し
て
ゐ
一
。
事
を
明
か
に
し
、

固
定
資
本
の
あ
る
事
に
よ
っ
て
そ
れ
に
如
何
な
る
規
定
が
加
へ
ら
れ
る
か
を
究
め

'1'-
。
そ
こ
で
次
に
、

各
種
の
生
産
物
の
生
産
に
要
す
る
各
種
の
生
阜
県
手
段
の
聞
の
比
率
の
相
異
れ
る
場
合
の
考
察

に
謹
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、

失
の
機
曾
に
譲
る
事
に
す
る
。

資
本
蓄
碕
卒
の
差
異
と
回
定
資
本

ヨ王

丸


